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 ヒト幹細胞培養上清サイトカインは、歯髄の再生にも応用できそうです。今回は、その 

エビデンスをご紹介いたします。 

 

 ヒト幹細胞培養上清サイトカイン「オーラルステムジェル原末」の無料説明会を企画 

致しました。下記リンクをご参照くださいませ。 
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【歯髄再生にも使える幹細胞上清サイトカイン製剤】 

 

原題：歯髄・骨髄・脂肪由来幹細胞の培養上清移植による歯髄再生 

愛知学院大学＆国立長寿医療研究センター 

出典：小児歯科学雑誌 51(2)：304 (2013) 

 

 今回は、歯髄の再生に対する幹細胞サイトカインの効果に関する論文のご紹介です。 

ソースが有料文献ですので、直接の引用はできませんが、サマリーを解説いたします。 

 

目的：幹細胞培養上清を用いた場合でも、幹細胞移植と同様に歯髄再生がなされるのか 

どうか検討を行う。 

 

結果：幹細胞培養上清を移植した場合、幹細胞移植と比べて量的な差はあるが、質的には 

差のない歯髄が再生できることが明らかとなった。 

 

http://ci.nii.ac.jp/naid/10031169156 

表題だけですが、リンクを貼っておきます。 

 

 歯髄の覆罩には各種製品が出ていますし、先生方による研究会等でも様々な方法が示さ 

れてきています。今回の論文では、幹細胞培養上清が、直接再生誘導を促すマテリアルと 

して有効であることが示されました。 

 

http://jcd.jp/
http://ci.nii.ac.jp/naid/10031169156


 ちなみに、歯髄由来の幹細胞のみならず、骨髄・脂肪由来の幹細胞でも量的に差はあるが 

質的には同様の歯髄が再生されるとのことです。 

 

 施術の 1例ですが、露髄部分を止血後、窩洞に対して 1液性ボンディング処理を行います。 

その後、ボンディング剤のアプリケータを用いて露髄面に微量の幹細胞培養上清を貼付し、 

その後必要に応じて覆罩剤で裏層、光重合型レジンで充填（ここは各先生方で、グラスアイオ 

ノマーを使う場合もあれば、カルボキシレートセメントを使う場合もあるかと思います）します。 

 

 臨床症状の消失確認を行い、数か月後にレントゲンを撮って、二次象牙質の形成を確認したら 

最終修復という感じになるかなと思います。 

 

 保険点数との兼ね合いもありますし、臨床経験上、「露髄=抜髄」とされる先生方も多いと思い 

ますが、保存科出身の私としては、あの手この手で歯髄保護をしてみようかなと。 

 

 まあ今回は、幹細胞培養上清サイトカイン製剤は、実は幹細胞そのものと同等な組織再生誘導 

能力があるという事で、お話のまとめにさせていただければと思います。幹細胞そのものを使う 

よりも、コスト的にも制度的にも格段に使いやすいかと思います。 

 

【ヒト幹細胞由来サイトカイン院内製剤「オーラルステムジェル原末」無料説明会】 

 

＊こんな先生方のために 

・PRPのような採血や遠心分離といったハードルはちょっと高い。 

・既存の方法では、コスト面で採算が取れない。 

・せめてペリオクリン程度の原価で再生医療が提供できればよいのに。 

 

＊セミナー内容 

・歯周組織再生誘導とサイトカインのエビデンス。 

・院内製剤の基材となるヒアルロン酸の歯周組織再生誘導に対するエビデンス。 

・院内製剤原末のご紹介と臨床応用例。 

・従来製品を使った場合との原価シミュレーション。 

 

＊下記からお申込み下さいませ。 

http://www.aimmember.com/shopdetail/000000000128 

 

再掲になりますが、しばらくこのメルマガや FBのグループページでご紹介してまいりました 

「オーラルステムジェル原末」の特徴としては下記になります。 

http://www.aimmember.com/shopdetail/000000000128


 

①原末の状態でお届けするものであり、院内製剤として先生に最終的な調合 

（溶媒を入れて混ぜるだけ）していただく。 

 

＊溶媒は、別途薬剤問屋から関節用ヒアルロン酸（例：ヒアロス）をご購入下さい 

（通常の薬剤問屋で入手可能です）。 

 

＊1本 600円程度 10本入りですが、1本から 10回分以上製剤できますので、 

1 回あたりの部分原価は 60円程度になります。 

 

＊ヒアロスはお取引の薬剤問屋で入手可能ですが、入手困難な場合は、下記から通販で 

入手できますのでお問い合わせくださいませ。 

http://www.breeze-jpn.com/010iyaku.html 

 

②原末なのでコストが安い（ポカリのペットボトル製品と、粉を買って水を混ぜる 

場合とでのコスト計算の比較が例えとしてはわかりやすいかと思います）。 

 

③先生の方で原価を調製できる（まとめて作って分注しますので、原価を 500円 

から 1000円の範囲で調整できます）。 

 

④ヒト幹細胞の培養上清サイトカインを使用しているため、多種多様な成長因子が複合的に含 

まれている。 

 

 価格は、1 バイアルあたり 10,800 円（お試し価格：今後改定予定です）で、 

1 バイアルから 10回～20回分調製できます。作り方の参考例は、ご購入の際に 

同封させていただきます。バイアルのままでしたら、常温でも冷蔵・冷凍でも 

1 年以上保存できます。 

調製後は冷蔵保存して１～２週間程度で使ってください。 

 

 使用方法は 

①歯周ポケットへの挿入（ペリオクリンの要領：合計で 0.1～0.2ml 程度） 

②抜歯窩にスポンゼル等にドレッシングして挿入（1回 0.1ml 程度） 

③人工骨と混和して GBR 等に使用（1回 0.1～0.2ml 程度） 

など、多彩な使用方法があります。 

 

 化学合成品ではないため、オーダーメードとなりますので、お届けに 1週間程度 

http://www.breeze-jpn.com/010iyaku.html


いただいていますが、今、注文が重なっており、2週間～3 週間くらいお待ちいただく 

感じになっています。 

 

なお、今まで使われた先生のご感想では、かなり良い手ごたえを感じて 

いらっしゃいます。 

 

 初回お試しご購入は 1～5 本の範囲で 1回のみ可能です。次回以降追加ご購入の場合は、 

・弊協会主催の口腔ヒアルロン酸セミナーを受講されていること 

・一般社団法人日本臍帯プラセンタ学会にご入会いただいていること 

が、ご購入条件になります。 

 

 ぜひこの機会にお試しご購入をご検討され、ローコストで実現できる歯周組織再生 

誘導療法を先生の治療の選択肢に加えていただければと思います。 

 

 お試しご購入は下記サイトになります。 

http://aimmember.com/shopdetail/000000000127/004/X/page1/recommend/ 

 

 ヒアルロン酸の組織再生への応用をベーシックから学べるセミナーをご用意 

いたしております。下記をご参照くださいませ。 

http://aimmember.com/shopdetail/004005000003/ 

 

 再生誘導療法をもっともっと身近な手の届く医療にしたいと考えています。 

それによって、患者様への利益になるだけではなく、先生のクリニックの差別化 

につながりますし、メインテナンスの自費化のコンテンツの 1 つとしても使える 

ものになろうかと思います 

 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

＊なお、このヒト幹細胞由来成長因子サイトカイン原末は、大阪の培養クリニックで 

調製されていますが、ここの原末は、歯科では弊協会のみでお取り扱いいたしております。 

 

jcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcdjcd 

 

メルマガのバックナンバーは下記のサイトからダウンロードできます。 

http://jcd.jp/from%20oraltougou/merumagaback.html 

┌─┬─┬----------------------------------------------------------- 

http://aimmember.com/shopdetail/000000000127/004/X/page1/recommend/
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│編│集│幹細胞培養上清サイトカインは、多種多様な成長因子を含みます。 

├─┼─┤本来、成長因子というのは複合的に働いているものです。 

│後│記│したがって、オーラルステムジェルは理想的な再生材といえるでしょう。 

└─┴─┘また次回のメルマガをお楽しみに。 

○●○●■□■□140-0001 

●○●○■□■□東京都品川区北品川 1-9-7-1015 

○●○●■□■□一般社団法人日本美容歯科医療協会 
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